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あなたと市をつなぐ　広報


　1949（昭和24）年10月20日に誕生した広報ひらつかは、今号で1000号を迎えました。今回は広報ひらつかに関わる人々や、65年の歴史などを紹介します。

問：秘書広報課　電話：0463-21-8761
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平塚の魅力を伝えます



市民と市のパイプ役

　事業内容などを知らせる、または宣伝などの意味で使われる「PR」という言葉。Public Relationsの略で、日本語の「広報」の語源です。

　Public Relationsを直訳すると、「市民（民衆）との関係」です。広報ひらつかは、市民の皆さんと市をつなぐ役目を担っています。




最新の姿を伝える

　現在の広報ひらつかは毎月第1・第3金曜日に発行し、市内の全世帯に届けています。特集記事やお知らせ記事、コラム、イベントのレポートなどで、市の最新の姿を伝えています。

　行政の情報を知らせるだけでなく、市民の皆さんに自分たちの住むまちに関心を持ってもらうのも、広報の大切な役割です。人物・観光・イベントなど、市の魅力を再発見してもらえるような紙面づくりに取り組んでいます。




特集で詳しく紹介

　紙面は特集とお知らせで構成しています。1つのテーマを掘り下げて紹介するのが特集です。お知らせの限られたスペースで紹介するのが難しい内容や、特に大きく取り上げたい内容をクローズアップします。分かりやすく情報を伝えられるよう写真やイラストを入れ、4コママンガを使うこともあります。

　スポーツで活躍する方や地域活動に取り組む方、魅力的な活動をしている方など、多くの市民が登場しています。

　お知らせは原則として募集・お知らせ・福祉・スポーツの4分野で掲載しています。




写真で訴求力高める

　タブロイド判（新聞の半分のサイズ）の大きさを生かし、平成22年4月から、表紙は大きな一枚写真を基本にしました。表紙に大きな写真を使うことで迫力を出すなど、視覚的な効果を狙っています。また、目に付きやすく、気軽に手に取ってもらえるという効果もあります。

　日本広報協会が実施する全国広報コンクールで、平成24年8月第1金曜日号の表紙写真（次画像）が入選1席で「読売新聞社賞」を受賞しました。地域のニュースや人物を積極的に取り上げ、住民の目線を生かした編集が特に優れている作品に贈られる賞です。「タブロイド判だけに、かなりリアルだ」と評価されました。

　1枚写真の部の全国コンクールでの受賞は、平塚市では初めてでした。広報紙に関わる部門での受賞は46年ぶりでした。
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音訳や電子書籍も

　視覚障がいのある方へ、広報ひらつかを声で届ける「声の広報」と点字版の広報も発行しています。

　また平成23年1月第1金曜日号以降の広報ひらつかを、電子書籍（EPUB（イーパブ）形式）として配信しています。電話や関連サイト、動画などへのリンクがあり、紙とは違った便利な使い方ができます。iPhoneやiPadをお持ちの方は、最新号の自動受信などができる、ポッドキャスティングも利用できます。iTunesの公式サイトから、広報ひらつかのチャンネルをご覧ください。電子書籍の広報をiTunesで配信するのは、全国の自治体で初の試みでした。

　これからも質の高い広報紙を目指して、広報担当一同、まい進していきます。



声で伝える面白さ


声の広報を製作　平塚音訳赤十字奉仕団

　「声の広報を通して、広報ひらつかの面白さを伝えたいですね」と話す、平塚音訳赤十字奉仕団の副委員長・新谷美栄子さん。声の広報は毎号、平塚音訳赤十字奉仕団の皆さんが、ボランティアで作っています。

　「表紙の大きい写真や特集には、広報の職員も特に力を入れているのではないでしょうか。その気持ちを想像して、こちらも気合いを入れて読んでいます」。

　同団では、40～70代の32人が活動しています。広報ひらつかのほかにも、盲学校で使用する教材から小説・旅行情報誌・料理本・図鑑・家電の取扱説明書・国家試験の教材に至るまで、さまざまな本を音訳しています。

　写真や絵は、聞く人が頭の中で思い浮かべられるように構図などを具体的に説明し、色は具体的に言うこともあれば、暖かい色、冷たい色など感覚的な説明を選ぶこともあります。
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左から猪股みち子さん、新谷美栄子さん、岩田由紀枝さん、海老沢芳子さん。パソコンで専用のソフトを使い、編集作業などをしています。


	

聞きやすく正確に

　委員長の岩田由紀枝さんは「大切なのは、はっきりくっきり正確に読むこと。広報ひらつかは日付や人名、地名などが多いので、読み間違いをしないように注意を払います」と話します。また、相手は耳だけで聞いているという点も意識して、息継ぎのタイミングや文章を切る位置などにも気を配っています。

　岩田さんは「広報ひらつかは、毎号2人体制で音訳しています。いつも締め切りが短いので大変ですが、楽しい作業ですよ」とほほ笑みます。

　一人が受け持つ時間は、およそ40分です。40分の音訳データを作るのに、3～5時間が掛かります。原稿の下読み・声の吹き込み・編集・校正といった作業を、1日半で進めています。




手助けをしたい

　岩田さんは「点字が読めない方にとっては、音訳は情報を得る大切な手段です」と力を込めます。「人間が受け取る情報の8割は、視覚からと言われています。私たちの音訳で、視覚障がいのある方が情報を得るお手伝いが少しでもできればいいな、と思っています」。

　同団ではメンバーを募集しています。詳細は、市社会福祉協議会ボランティアセンター　電話：0463-33-0007へお問い合わせください。



4コマ漫画を30年連載
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「ひらつかさん」の作者　中野勇さん（91歳）


　「本当に、思い出に残る仕事をさせてもらいました」

　広報ひらつか64号（昭和32年5月10日）～429号（昭和62年4月15日）で30年間、「ひらつかさん」という4コマ漫画を連載した中野勇さん。勇の字をばらすと上から「マ田力（またか）」と読めるのがペンネームの由来です。

　味のある筆致と、ユーモアあふれるセンスが中野さんの漫画の特長です。広報ひらつか以外でも腕を振るい、読売新聞社の「読者マンガ腕くらべ」で1位をとったり、教育関連の本にイラスト付きの連載コーナー中野勇さん（91歳）4コマ漫画を30年連載「ひらつかさん」の作者を持ったりしていました。

　長年4コマ漫画を描き続けた中野さんですが、本職は漫画家ではなく教師でした。同僚には、本名よりもペンネームの「またか」で呼ばれることが多かったといいます。

　「ひらつかさんは私自身」と話す中野さん。マンガのアイディアについては「話の内容で悩むことはあまりなかったですね。実生活の中から生まれた話もありますが、自分の頭の中で考えることが多かったかな」と、振り返ります。

　中野さんが一番気に入っているのは、418号（昭和61年5月15日）の、犬のフンの始末について描いた話（次画像）です。犬の散歩をしたひらつかさんがマナーを気にし、犬のフンを始末するためにちりとりを作るという話です。自身が犬を飼い始めたときに、いろいろなマナーを気にするようになったのが、発想のきっかけだと言います。

　「マンガのように始末している人がいたよ、と報告してくれる人もいてね。少しは平塚市民のマナーアップに貢献できたかな」と笑います。

　中野さんは毎年、イラスト入りの年賀状（前写真で中野さんが持っているのが原画）を作っています。教え子たちからは、「ひらつかさんに良く似たイラストが入った年賀状を見ると、楽しかった子ども時代を思い出す」と好評だそう。今も多くの人の心の中で、ひらつかさんは生き続けているようです。
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中野さんの一番のお気に入り


広報ひらつかができるまで


①企画　発行日の2カ月前

　取材や企画内容を編集会議で決めます。広報を担当する職員全員で「どんな切り口で紹介できるか」「どうやったら効果的に伝えられるか」など、意見を出し合います。

　特集記事は2カ月前には企画を決め、お知らせ記事は1カ月前には内容を決めます。特集記事の担当者は普段から各課の動きやニュースなどの情報収集を心掛け、特集に反映しています。
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②取材　発行日の4週間前

　取材には、ペン・ノート・カメラを持って向かいます。取材後、内容によってはさらに裏付け取材などをして、原稿を書き進めます。取材相手の思いや考えを読者に伝えられるよう、注意しながら文章を書き上げます。

　表紙の撮影は、最も苦労する部分です。撮影が数日間にわたることもあります。
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③編集　発行日の2週間前

　原稿が完成したら編集作業を始めます。発行日の2週間前が、印刷会社に原稿を出す締め切り（出稿）です。

　パソコンで専用のソフトを使い、レイアウトや画像の加工、イラストの作成などをします。

　編集後、広報を担当する職員全員で、内容のチェック（校正）をしてから出稿します。
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④発行　毎月第1・3金曜日

　出稿の3日後に印刷会社から、デザインなどが入った原稿（初稿）が来ます。その2日後に印刷会社に職員が出向き、最終校正をします。

　校正が終わって刷り上がった広報ひらつかは、ポスティングの業者が3日掛けて、皆さんのもとへ届けています。



「大好き平塚」を胸に


広報ひらつかを製作していた高田謙治さん

　昭和61年～平成6年の9年間、広報を担当していた高田謙治さん（次は当時の写真）。平成5年3月15日発行の500号も担当していました。

　広報にいた9年間で、私は平塚が大好きになりました。現在働いているまちづくり財団の名刺にも、「大好き平塚」という一文を入れています。

　私が広報を作っていた当時の平塚は、とても活気がありました。人口が25万人を突破し、総合公園や美術館ができたり、七夕まつりが過去最高の人出を記録したり……。広報担当として平塚市を市内外にPRできることに、喜びを感じていました。

　あの頃の広報は課長と私の2人で作っていました。私が担当していたのは2～8面です。休日も取材が入り、夜中まで出張して校正をするなど忙しい日々でしたが、不思議と嫌になったことはありませんでした。

　広報紙を作った経験は、私の仕事人生の原点になっています。文章の書き方や色の使い方など、どの部署に行っても役立つ、貴重な経験をさせてもらいました。

　広報を作る上で必要なのは、読者の思いを想像することです。行政の情報を一方的にお知らせするのではなく、双方向にコミュニケーションをとる。そんな媒体であって欲しいと願っています。
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広報ひらつかの歩み
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カラー化やパソコン編集の導入、デジタルアーカイブの公開など、時代に合わせて変化を続けてきたスタート広報ひらつか。65年の歩みを年表で振り返ります。




1949
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　1949（昭和24）年の「平塚市弘報」創刊号。「刀剣登録」「人は右側車馬は左側を」などの記事が時代を感じさせます。




1950
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　第7号（11月15日）で初めて写真を掲載。平塚競輪場でした。




1954　号外！
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　7月15日発行の初めての号外。平塚市と旭村の合併を特集しています。




1957
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ひらつかさんが誕生

　第63号（4月10日）で広告の掲載を開始。第64号（5月10日）で新聞折り込みでの配布をスタート。4コマ漫画「ひらつかさん」の掲載を始めました。




1968

　第198号（4月15日）で発行部数が5万部を超えました。1968年4月の世帯数は、3万6,053世帯でした。




1990

　第471号（10月15日）で、発行部数が10万部を超えました。1990年10月の世帯数は、8万2,340世帯でした。




1994
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縮刷版発行

　1993年発行の第500号（3月15日）を記念して、全5巻の縮刷版を発行しました。縮刷版は図書館で閲覧できます。




1996

　第573号（4月15日）から1日号1・4面と15日号1・8面をカラー化しました。




2002

DTP導入

　第715号（3月15日）から15日号の4・5面をカラー化。6月にはDTP（DeskTop Publishing）を導入し、第729号（10月15日）から本格的にパソコン編集を開始しました。




2010

全戸配布をスタート

　第908号（4月2日）から、紙面をオールカラー化しました。発行日を1・15日から第1・第3金曜日に変更しました。配布方法も新聞折り込みからポスティングに変更しました。




2011
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オール8ページ化＆電子書籍版配信

　3月に県内初の試みとして、電子書籍版の配信を開始しました。現在は、第926号（平成23年1月）分から見ることができます。第945号（10月21日・前画像）から第3金曜日号を8ページ化。第1金曜日号と合わせてオール8ページ体制になりました。




2014

　2014（平成26）年1月1日現在、1号当たりの発行部数は11万4,000部です。今号を含め、これまでのバックナンバーを広報ひらつかデジタルアーカイブとして市ウェブに載せています。ぜひご覧ください。




1000号展開催中！
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　広報ひらつか1000号発行を記念した展示です。撮影に使われた昔のカメラや、今回発見された幻の広報も展示します。

　2月16日（日）まで。博物館2階情報コーナー。



イラストで紙面を飾る


イラストレーター　篠﨑（しのざき）英子さん

[image: イラストで紙面を飾る]

　広報ひらつかに掲載するイラストを、1991（平成3）年6月15日号から描いている篠﨑英子さん。シンプルな線描と、ほのぼのとした雰囲気でおなじみですね。「第一に考えるのは、何のイラストか一目で分かるようにすることです」と篠﨑さん。彩色のしやすさも考え、できるだけ単純に、細かく描き込みすぎないようにしています。

　資料集め・下書き・清書をして、1カットを描き上げるのに掛かる時間は、早くて1時間です。複雑なイラストや多くのカットを描く場合は、数日掛かることもあります。

　「小さなイラストですが、平塚らしさや季節感を盛り込むことも心掛けています」。背景に湘南平を入れたり、季節に合わせて服装を変えたりと、限られたスペースの中でも、細やかに工夫しています。



「幻」の広報が見つかる


　これまで不明で情報提供を呼び掛けていた広報10・25・26号が見つかりました。

　10・25・26号を保存していた女性。「父の遺品整理をしていて、広報を発見しました。口癖のように『捨てちゃだめだ』と言われていたので、取っておきました」。

　26号を保存していた諏訪町の原克巳さん。「広報や新聞の切り抜きなど、記憶に残した方が良いと思うものを保管しています。久しぶりに26号を読みましたが、現在とは財政の規模が大きく違いますね。随分時代が変わったなと実感します」。

　ご協力、ありがとうございました。




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、2月10日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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お知らせ


土曜開庁で電子申告の電子証明を発行


　2月22日（土）午前8時30分～正午の土曜開庁では、国税の電子申告に使う電子証明書の新規発行・更新、パスワードの変更が、本庁舎1階の市民課でできます。

問：市民課　電話：0463-21-8773



ツインシティ大神地区の説明会・縦覧


　案にご意見のある方は、縦覧期間中に、意見書を提出できます。

①都市計画　神奈川県はツインシティ大神地区の区域区分（市街化区域及び市街化調整区域に関する都市計画）と都市計画道路3・3・3号八王子平塚停車場線の変更案を取りまとめました。平塚市もツインシティ大神地区の用途地域、都市計画道路、土地区画整理事業、地区計画などの都市計画決定・変更案を取りまとめました。

説明会　2月9日（日）午後2時～4時、12日（水）午後7時～9時。大神公民館（大神2391-1）。縦覧　14日（金）～28日（金）。本庁舎4階まちづくり政策課。

②環境アセスメント　ツインシティ大神地区土地区画整理事業について、県環境影響評価条例に基づき、環境影響予測評価書案を作成しました。

説明会　21日（金）午後7時～9時、22日（土）午後2時～4時。大神公民館。縦覧　14日（金）～3月31日（月）。本庁舎4階まちづくり政策課・大神公民館・神田公民館（田村3-12-5）・横内公民館（横内2506）・城島公民館（小鍋島271-1）。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



不動産の公売


　市税滞納のため差し押さえた不動産を公売します。

　3月11日（火）午後1時30分～2時10分。本庁舎地下1階入札室。詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：納税課　電話：0463-21-8769



生ごみ自家処理実践者のつどい


　生ごみを自家処理して、たい肥を作る方法などを学ぶ講演会と交流会を開きます。

　2月15日（土）午前10時～正午。市民活動センター。

問：循環型社会推進課　電話：内線2120



譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを、随時、電話などで受け付けます。譲り渡しは無償です。詳しくは、市ウェブで確認できます。

譲ります　ベビーカーなど。

譲ってください　子ども用スキーウエアなど。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



花カフェ


　カフェで楽しみながら、バラやカーネーションなど平塚産の花を使った、手作りのミニフラワーアレンジメントを体験できます。

　2月11日（祝）午前10時30分～午後2時30分。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。40人（当日先着順）。500円。

問：農水産課　電話：0463-35-8103



湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。出店店舗提供の景品が当たる抽選会も開きます。

　2月16日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



文化講演会


　「小田原と文学」をテーマに、小田原ゆかりの文学者らを紹介します。

　3月2日（日）午後1時～3時。中央公民館。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123



伊豆月ヶ瀬梅林梅まつり


　友好都市の静岡県伊豆市で、梅の花を楽しみませんか。天城連山を望む丘陵地に、1500本の梅が咲き誇ります。東駿河湾環状道路の開通で、修善寺までのアクセスがよくなります。

　2月23日（日）～3月16日（日）、午前9時～午後3時。伊豆月ヶ瀬梅林（伊豆市月ヶ瀬535-5）。大人300円、小学生100円。

問：伊豆月ヶ瀬梅組合　電話：0558-85-0480




募集


教育委員会の嘱託員


　①教育相談1人②言語指導1人③スクールソーシャルワーカー1人④中央図書館奉仕業務（障がい者対象）1人。勤務日数は週3～4日（④はローテーション勤務のため、2週で57時間30分）。月額賃金は18万3100円～13万400円の予定で、いずれも職種により異なります。採用予定日は4月1日以降。雇用期間は1年度以内で、勤務成績などにより、更新する場合もあります。第1次試験は①～③が2月22日（土）④が21日（金）。

募：豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市ウェブにある受験申込書を、本人が直接、2月7日（金）～14日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。



廃棄物対策審議会の委員


　ごみの減量や資源化などの施策について年4回程度、審議します。任期は4月1日から2年間。

　2人（選考）。次の全てを満たす方①市内に1年以上住んでいる②4月1日現在で、高校生を除く18～75歳③市のほかの付属機関の委員などではない④過去の廃棄物対策審議会の公募委員ではない⑤平日に開く審議会に出席できる。

募：本庁舎4階の循環型社会推進課　電話：内線2120　FAX：21-9603や公民館などにある応募用紙を、郵送・ファクスまたは本人が直接、3月7日（金）午後5時までに、同課へ。応募用紙は市ウェブにもあります。



子ども読書活動推進懇話会の構成員


　市子ども読書活動推進計画（第三次）の計画策定について意見を交換します。任期は4月1日から1年間。

　1人（選考）。次の全てを満たす方①市内に1年以上住んでいる②4月1日現在で、高校生を除く18～75歳③市のほかの協議会の委員などではない④読書活動や教育に関心がある。

募：中央図書館　電話：0463-31-0415などにある応募書類を、本人が直接、3月4日（火）までに、同館へ。特別整理期間中の2月26日（水）～28日（金）と3月3日（月）・4日（火）は同館東側入口の事務室で対応します。



情報誌「まめ」の編集委員


　市が年3回、発行している男女共同参画情報誌「まめ」の取材や原稿の作成、紙面の編集・デザインなどをしてみませんか。市役所で月2回、編集会議をするほか、取材などをします。任期は4月1日から2年間。

　市内在住・在勤・在学で、2月28日現在、高校生を除く18～75歳の方2人（選考）。

募：必要事項・職業・年齢と400字以上800字以内の作文「生活の中での男性・女性の役割」を別の用紙に書いて、郵送・ファクス・メールで、2月28日（金）までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。



放課後児童クラブの指導員


　昼間、家に保護者がいない小学校低学年の児童らを対象にした放課後児童クラブ（学童保育）で、指導員を募集しています。詳しくは、青少年課にお問い合わせください。

募：青少年課　電話：0463-32-7029



公益信託ひらつか市民活動ファンドの助成団体


　市内で活動する市民団体を助成金で支援する、市民活動ファンドの助成希望団体を募集します。3月15日（土）に公開審査会を開きます。

入門コース　総額50万円以内、1団体10万円まで。市民活動ファンドの助成を受けたことがなく、助成を必要とする事業に取り組む団体。

発展コース　総額200万円以内、1団体50万円まで。設立から1年以上で、活動を発展させる、または新規事業を展開する団体。3回まで助成を受けられ、回数によって助成割合を制限します。

募：市民活動センター　電話：0463-21-7534や市ウェブなどにある申請書を、事前連絡後に直接、2月17日（月）午後5時までに、同センターへ。



文化サロンの利用団体


　市内で活動する10人以上の教養・芸術・生活文化サークルは、市民センター2階の文化サロン3室を利用できます。10月～平成27年3月分を受け付けます。市民センター文化サークル連絡会への加入が必要です。

　①午前9時～午後0時30分は1回1300円②午後1時～5時は1回1500円③午後5時30分～9時30分は1回1800円。

募：2月18日（火）～28日（金）に、市民センターの文化・交流課　電話：0463-32-2235へ。24日（月）は休館です。



市民活動団体と市の共催講座の企画


　市民向けの講座などを市民活動団体と市が共催し、市が講師への謝礼（原則として3万円以内）・会場の確保などを支援します。講座は6月～平成27年3月、原則として市民活動センターで開きます。

　市内で活動する市民活動団体。4月中旬の市民活動推進委員会で事業を決めます。

募：市民活動センター　電話：0463-21-7534や市ウェブなどにある企画提案書を、直接、3月14日（金）までに、同センターへ。



みんなの地区まちづくり（入門編）


　まちづくりわいわい塾で、身近な地区単位で自主的に取り組む「地区まちづくり」について考えませんか。制度の仕組みなどを紹介します。

　3月12日（水）午後7時～8時30分。青少年会館。30人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、まちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：0120-704589　メール：machi-s@へ。



ビジネスマナー講座


　接遇や電話応対などビジネスマナーの基礎を学びます。

　3月17日（月）午前9時～午後4時。教育会館。市内在住・在勤・在学で、39歳以下の方30人（先着順）。

募：氏名・性別・年齢・就職状況を、電話・ファクスで、2月7日（金）から、産業振興課　電話：0463-21-9758　FAX：21-9759へ。



市民後見人を知る講座


　親族による成年後見が今後、困難になるため、成年後見の担い手として、市民後見人が注目されています。

　3月2日（日）午後1時30分～3時。市民活動センター。30人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scnnet.ne.jpへ。



ガイドと巡る平塚の文化資源


　土屋一族ゆかりの地を歩く（東部）コース。鎌倉・室町時代に土屋地区の領主だった土屋一族の墓などを巡ります。

　2月23日（日）午前9時30分～午後0時30分。3.6キロメートル。荒天の場合は中止。神奈中「土屋橋」バス停に集合。300円。中学生以下は無料。

募：コース名・全員の必要事項を、はがきで、2月16日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



みんなの掲示板


　文化活動をする市内のサークルなどの、会員募集やイベントを、図書館ウェブで周知できます。1カ月1枠3000円。掲載期間が3カ月を超えるときは、3カ月分の掲載料9000円で、年度末まで掲載できます。

募：図書館ウェブにある申込書を、直接、掲載月の2カ月前までに、中央図書館　電話：0463-31-0415へ。図書館ウェブの申し込みフォームからも応募できます。



リサイクルプラザ体験教室


　リサイクルプラザ。

①布ぞうり作り　3月7日（金）午前9時～正午。16人（抽選）。布・はさみ・物差し・ピンセットなど。

②ネクタイでポシェット作り　2月21日（金）午後1時～4時。15人（先着順）。ネクタイ1本・裁縫道具・筆記用具。200円。

募：①は往復はがきで、必要事項を、2月14日（金）までに②は電話で、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



世界の青年と交流しよう


　①東南アジア青年の船（10～12月）②国際青年育成交流事業（アジア・ヨーロッパ・中南米地域などのうち1カ国、9月）③日本・韓国青年親善交流事業（9月）④グローバルユースリーダー事業（平成27年2月）⑤青年社会活動コアリーダー育成プログラム事業（平成26年10月）。

　①～④は4月1日現在、18～30歳の方①②④は円滑に交流できる英語力がある方。

募：青少年会館で配る応募用紙を、郵送で、3月5日（水）までに、〒220-0044横浜市西区紅葉ケ丘9-1県立青少年センター指導者育成課　電話：045-263-4466へ。応募用紙は内閣府ウェブにもあります。



ワンちゃんと散歩マナー教室


　愛犬が行儀よく散歩できるための方法を学びます。

　3月23日（日）午前10時～正午。雨天中止。馬入ふれあい公園のひらつかサン・ライフアリーナ前広場。1年以内に①狂犬病の予防接種と登録②ジステンバー・パルボなどのワクチン接種が済んでいる20頭（先着順）。首輪・リード。小学生以下は保護者同伴。

募：直接または電話で、馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011へ。



八幡山の洋館の音楽会で演奏しませんか


　5月17日（土）・18日（日）、午前10時～午後7時に、旧横浜ゴム平塚製造所記念館で開く音楽会で、演奏してみませんか。プロ・アマは問いません。17日はクラシック、18日は自由です。各9組（抽選）。

募：豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@や旧横浜ゴム平塚製造所記念館にある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、2月7日（金）～28日（金）に、同課へ。申込書は市ウェブにもあります。



里山体験ワークショップ


　東京農業大学と協働で、シイタケのほだ木作りとカブトムシの幼虫探しなどをします。

　3月8日（土）午後1時～5時。雨天決行。吉沢公民館（上吉沢395）集合。保険証の写し・タオル・雨具。300円。作業に適した服装でお越しください。小学生以下は保護者同伴。

募：必要事項・年齢を、電話・ファクスで、2月28日（金）までに、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179（祝日を除く月・水・金曜日、午前9時～午後5時）　FAX：58-4326へ。




[image: 織り姫セレクション]

　今年から織り姫セレクションの時期が早くなります。

　平塚商工会議所（松風町2-10）。3月29日（土）非公開審査。4月13日（日）表彰式。3人（選考）。3月29日現在18歳以上で、他市町村のキャンペーンレディーなどに選ばれていない、高校生を除く、県内在住の女性。

募：湘南ひらつか七夕まつりウェブなどにある応募用紙と、写真を、郵送または直接、3月1日（土）までに、〒254-0051豊原町2-14豊原分庁舎2号館2階の湘南ひらつか七夕まつり実行委員会事務局　電話：0463-35-8102へ。
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[image: すこやかサポート市民病院]


㉟栄養サポートチーム


　昨日の夕飯は何を食べましたか？　食事をすることは毎日当たり前の生活の一部ですが、入院生活では、さまざまな病態により口から十分に食事をすることが困難になる方が多くいます。

　食事の摂取量が少ない場合は、栄養剤や点滴で栄養や水分を補いながら、病気の治療を継続することが必要です。

　栄養サポートチーム（NST）では、入院中の患者さんの栄養状態を判定し、より良い栄養提供ができるよう治療をサポートしています。食べやすい食事形態の工夫、どのような栄養成分の栄養剤を使用するのか、点滴はどの程度必要か、などを主治医に提案します。

　チームのメンバーは医師・管理栄養士・薬剤師・看護師・言語聴覚士・理学療法士・作業療法士・臨床検査技師や、各病棟の褥瘡（じょくそう）対策推進委員です。

　毎週の検討会や病棟回診を中心に活動し、1日でも早く回復されるように支援しています。

❖市民病院　電話：0463-32-0015
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健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


初心者手話講習会


　2月18日～3月25日の火曜日、全5回、午前10時～正午。福祉会館。手話初心者20人（先着順）。筆記用具。

募：電話または直接、午前8時30分～午後5時に、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



老人クラブで仲間づくり


　地域にある老人クラブ「ゆめクラブ」に入って、元気に活動しませんか。趣味、地域ボランティアなど幅広い活動をしています。

　60歳以上の方。60歳未満の方も賛助会員として入会できます。

問：老人クラブ連合会　電話：0463-36-7227



ゆめクラブ湘南平塚大学講座「百笑千福」


　老人クラブの会員ではない方も受講できます。

　2月27日（木）午後1時30分～3時30分。中央公民館。市内在住の60歳以上の方100人（当日先着順）。筆記用具。

問：老人クラブ連合会　電話：0463-36-7227



災害ボランティアコーディネーター養成講座


　災害ボランティアコーディネーターに必要な知識や技術を学びます。

　3月1日～15日の土曜日、全3回、午後1時30分～4時30分。福祉会館。市内在住・在勤・在学で、災害ボランティアセンターの運営に関心があり、全て出席できる方30人（先着順）。筆記用具。

募：直接または電話で、午前8時30分～午後5時に、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



元気応援ポイントの説明会


　高齢者の話し相手や趣味を生かした活動をするとポイントがたまり、ポイントを換金できます。市内の介護保険施設などで活動しませんか。

　2月17日（月）午前10時～11時30分。福祉会館。65歳以上で、介護保険料の未納がない方。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



高齢者の住まい探し相談会


　賃貸住宅を探している高齢者に、相談員がアドバイスします。

　2月20日（木）午後1時30分～4時。福祉会館。

募：2月19日（水）までに、かながわ住まい・まちづくり協会　電話：045-664-6896へ。



日赤の救急法などの講習会


　抽選。全て検定試験があります。①は中央公民館②③は福祉会館。

①救急法基礎　心停止している方に対応できる、一次救命処置を学びます。3月9日（日）正午～午後4時。中学生を除く15歳以上の方30人。1500円。

②健康生活支援講習支援員の養成　健やかな老年期を過ごすために必要な知識を教えます。3月8日（土）・9日（日）、全2回、午前9時30分～午後4時30分（9日は午後5時まで）。中学生を除く15歳以上の方15人。1000円。

③健康生活支援講習支援員の資格継続研修　3月8日（土）正午～午後4時。健康生活支援講習支援員の資格があり、有効期限が1年未満の方10人。500円。

募：①②は、開催日程と講習会名・必要事項・生年月日を、はがきで③は開催日程と講習会名・必要事項・生年月日と、以前に取得した資格の認定証のコピーを、封書で、2月21日（金）までに福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。認定証を紛失している場合は、事前に日赤神奈川県支部　電話：045-681-2123で再発行の手続きが必要です。




スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


利用料金が変わります


　平塚球場とひらつかサン・ライフアリーナの利用料金が4月利用分から、一部変わります。

　平塚球場は「試合」と「練習」の区分がなくなります。ひらつかサン・ライフアリーナは「中学生以下」と「和室」の料金を新設します。詳しくは市ウェブをご覧ください。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



ナショナルバスケットボールリーグ


　東芝ブレイブサンダース神奈川-熊本ヴォルターズ。2月15日（土）・16日（日）、午後2時試合開始。総合体育館。前売り券はフロア席SS5000円・スタンド席一般2000円など、チケットぴあで販売します。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



スポーツ大会出場者を支援


　大会（国際・全国・関東クラス）に出場し、優秀な成績を収めた個人・団体を支援します。全国大会に出場した小・中学生、高校生の個人・団体には記念品も贈ります。

　申請書など詳しくは、まちづくり財団にお問い合わせください。同財団ウェブからもご覧いただけます。

募：まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102



産後シェイプアップ体操


　3月5日・19日の水曜日、全2回、午後2時～3時。市民病院（南原1-19-1）。市内在住で、出産して1年以内の母親と乳児25組（抽選）。

募：はがき（1人1枚）で、教室名・必要事項・年齢・子どもの氏名・月齢を、2月14日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも申し込めます。



USAリージョナルコンペティション神奈川大会


　学校や企業などのチアリーディングチームが競います。

　2月8日（土）・9日（日）、午前10時開場。総合体育館。前売り券1700円・当日券2000円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233
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旬のいちごを味わって



　「いちご狩りの魅力は、好きな色と形のいちごを収穫して、その場で食べられること。香りと甘みが格別です」と語る二宮さん。

　あさつゆ広場（寺田縄424-1）にある湘南いちご狩りセンター　電話：090-6709-4051では、「多くの種類を食べたい」「車いすやベビーカーに乗ったまま利用したい」などの要望に添った農園が選べます。昨年は17,748人が訪れました。「いつでも完熟いちごが楽しめるように、収穫時期の異なる5種類を栽培しています」と、工夫を話します。

　同センターと花菜（かな）ガーデン、あさつゆ広場の3施設では、いちごフェアを3月末まで開催しています。スタンプラリーや相互割引もあるので、この機会に巡ってみては。
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市民相談


市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

3月3日（月）午後1時～4時




◇多重債務（予約制）

2月25日（火）午後1時～4時




◇税務（予約制）

3月7日（金）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

2月14日（金）午後1時～4時




◇測量・境界（予約制）

2月14日（金）午後1時～3時




◇住宅（新・改築）

2月18日（火）午後1時～4時




◇不動産（予約制）

2月21日（金）午後1時～4時




◇分譲マンション管理

2月24日（月）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

3月4日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時



ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

2月17日（月）午後1時～4時




◇就労支援（予約制・先着5人・一人50分）

2月26日（水）午後1時～5時50分



消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：35−5770

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

2月26日（水）、3月7日（金）、午後1時～3時



65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

2月12日（水）、3月11日（火）、午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

2月18日（火）、3月4日（火）、午後1時～4時



青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。



こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時



子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時
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博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33-5111　FAX：31-3949

休館日 10·17·24·28日



■平塚の城館

　2月27日（木）まで。寄贈品コーナー。




■博物館文化祭

　①サークル活動展示　2月16日（日）まで。特別展示室。②活動報告会　9日（日）午後1時～4時。講堂。③実演　太陽黒点の観察　9日（日）午前10時～正午。文化公園噴水広場。




■ろばたばなし

　2月16日（日）午後1時20分と3時。展示室1階相模の家。




■プラネタリウム投影

　200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。

☆ギャラクシー・クルーズ

　4月6日までの土・日曜日と3月26日～4月3日の水・木曜日、午前11時と午後2時。2月8日（土）と22日（土）の午前11時は、すいせいゴエモンのぼうけんを上映します。




■style-3！ プラネタリウム・コンサート

　2月28日（金）午後2時と7時。プラネタリウム。60人（抽選）。500円。18歳未満の方と65歳以上の方は300円。休館日のため、正面入口左から入場。

募：代表者の必要事項・人数（はがき1枚につき3人まで）・希望する時間を、往復はがきで、2月16日（日）までに博物館へ。




■星を見る会　月と木星、冬の星を見よう

　2月14日（金）午後7時～8時30分。科学教室、噴水広場。雨天曇天中止。



まちづくり財団

〒254-0045見附町15-1（市民センター内）

電話：0463-32-2237（文化事業課）



■文化サークル合同発表会

　①作品展示　2月20日（木）～25日（火）。市民プラザ。午前10時～午後5時。25日は午後3時まで。②公演　2月22日（土）。市民センター。午前10時50分開演。
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■春休みちびっこ囲碁入門教室

　3月26日（水）～30日（日）、全5回、午前9時30分～11時30分。市民センター。3日以上参加できる小・中学生40人（先着順）。4日以上参加した人には25級の認定証を差し上げます。

募：必要事項・年齢・学校名を、はがきで、文化事業課へ。



美術館

〒254-0073西八幡1-3-3

電話：0463-35-2111　FAX：35-2741

休館日 10·17·24日



■ロビー展　林辺正子の世界

　15点の作品を展示します。

　4月6日（日）まで。